
平成 30年度通学路安全推進事業の取組 

 

鬼北町教育委員会 

 

 １ 取組の目的 

   通学路の安全に関する地域の実態を把握し、危険箇所への対応を迅速かつ継続的

に行うため、学校、教育委員会、及び関係機関等が連携し、合同点検や安全対策を

推進する。 

 

 ２ 取組の内容 

   愛媛県教育委員会から、「平成 30年度通学路安全対策市町」の指定を受け、通学

路安全対策アドバイザーの指導・助言や関係諸機関との連携を図りながら、鬼北町

内の通学路の安全対策を行った。 

 

〇 緊急学校施設・通学路点検（６月 26・27日） 

 

 

 

 

 

 

 

昨年６月に大阪でブロック塀の下敷きになり、小学生が命を落とした痛ましい

事故を受け、宇和島警察署・鬼北交番等と教育委員会・学校により緊急学校施設・

通学路点検を全小中学校で実施した。 

 

〇 通学路合同点検（９月 21日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

通学路安全対策アドバイザー・宇和島警察署・鬼北交番・南予地方局建設部・

町建設課・各小学校・町教育委員会の計 20名で、６小学校区の 16箇所を中心に

点検を行い、実際に各危険箇所の状況を確認し、改修、整備について意見交換を

行った。 

 



  〇 通学路安全実践委員会（12月 20日） 

12月には通学路安全対策実践委員会を開催し、対策の進捗状況や対策ができな

い箇所については、ソフト面での対応について関係諸機関よりアドバイスをいた

だき、通学路安全対策の充実を図った。 

 

 

 

 

 

 

鬼北町通学路安全対策実践委員会の組織 

○通学路安全対策アドバイザー ○宇和島警察署生活安全課 

○宇和島警察署交通課     ○宇和島警察署鬼北交番  

○愛媛県南予地方局建設部   ○鬼北町ＰＴＡ連合会  

○鬼北町立小中学校校長会   ○鬼北町建設課  

○愛媛県教育委員会保健体育課 ○南予教育事務所教育指導課 

○教育委員会教育課 

                         計 14名で構成 

 

 

 ３ 取組の成果 

○ 安全対策実践委員会、合同点検等を通して、学校と関係機関が連携し、迅速か

つ継続的に通学路の安全対策を進めることができた。 

○ 通学路安全対策アドバイザーの指導により、通学路点検のポイントについて学

ぶことができた。 

 

 

 ４ 今後の課題 

〇 横断歩道等の補修が完了するまでに事故が起こらないよう、学校を通じて児童

生徒に注意喚起するとともに、スクールガードリーダーや見守り隊の方々にもお

願いをしていきたい。 

〇 空き家等の危険箇所を各種関係機関との連携により解決方法の検討を行う。 

〇 町の主な場所に防犯カメラを設置しているものの、「防犯」上の死角はまだまだ

多くある。「薄暗い場所・見通しの悪い場所・通学路の中でも特に人通りの少ない

危険な場所、空き家の周辺」など防犯上の視点を取り入れた通学路安全に今後も

取り組む。 

〇 各学校で、登校指導や見守り活動をしてくださっている方々の「気づき」を、

安全対策につなぐ体制を更に強化する。 


